
 
平成24年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 
平成24年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 
平成24年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成23年9月30日) 

 
平成24年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

修正の理由 
 当第2 四半期連結累計期間は、東日本大震災の影響による消費の落ち込みで茸市場は全般的に低迷し、消費量の落ち
込みと安値での相場展開が続く厳しい環境となり、茸の販売量、販売価格のいずれも計画を下回る水準で推移いたまし
た。また前連結会計年度から生産能力の拡大を進めてきましたぶなしめじの生産センターでは、設備導入の遅れなどから
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成23年5月9日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら
せいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,000 △1,500 △1,850 △950 △25.92
今回修正予想(B) 10,235 △2,822 △3,218 △1,870 △51.64
増減額(B-A) △2,765 △1,322 △1,368 △920
増減率(%) △21.3 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

11,397 △317 △690 △403 △10.93

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 35,000 3,000 2,300 1,550 42.29
今回修正予想(B) 31,000 1,400 1,000 900 24.85
増減額(B-A) △4,000 △1,600 △1,300 △650
増減率(%) △11.4 △53.3 △56.5 △41.9
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期） 26,520 1,488 906 700 19.11

売上高 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 12,500 △2,130 △1,280 △34.92
今回修正予想(B) 9,473 △3,464 △2,082 △57.50
増減額(B-A) △3,027 △1,334 △802
増減率(%) △24.2 ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

10,565 △870 △535 △14.52

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 33,000 1,600 950 25.92
今回修正予想(B) 29,000 100 60 1.66
増減額(B-A) △4,000 △1,500 890
増減率(%) △12.1 △93.7 △93.6
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期） 24,668 303 319 8.71



予定の出荷量を供給できず、これも販売量を減少させる要因となり、売上高は計画を下回る見込みであります。 
 損益面でも、販売価格の下落の影響に加え、ぶなしめじの製造ラインの自動化の遅れと品質安定化の遅れが、人件費の
増加や製品歩留の低下を招き、コストが増加したことで、営業損益、経常損益、四半期純損益はそれぞれ予想数値を下回
る見込みであります。 
 通期の業績については、茸の需要期となる秋を迎え販売環境は持ち直しの傾向を示しており、これを受けて主力商品で
あるまいたけ・えりんぎは好調に推移しており、ぶなしめじの設備・品質問題についても種菌をより効率の高いものに変更
することなどの対策を講ずることによって、最需要期に向けてこれらの問題は解消され、第3 四半期以降大幅な収益改善
が見込まれます。ただ、上述の第2 四半期連結累計期間における計画未達により、上記の通り業績予想値を修正いたしま
す。 

以 上


